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四面体 OABCにおいて，−→
a =

−→
OA，−→

b =
−→
OB，−→

c =
−→
OCとおき，次が成り立つと

する。
∠AOB = 60◦,

−→
a = 2,

−→
b = 3,

−→
c =

√
6,

−→
b ·

−→
c = 3

ただし−→
b ·

−→
c は，2つのベクトル−→

b と−→
c の内積を表す。さらに，線分OCと線分AB

は垂直であるとする。点Cから 3点O, A, Bを含む平面に下ろした垂線をCHとし，点
Oから 3点 A, B, Cを含む平面に下ろした垂線を OKとする。

(1)
−→
a ·

−→
b と −→

c ·
−→
a を求めよ。

(2) ベクトル −→
OHを −→

a と −→
b を用いて表せ。

(3) ベクトル −→
c とベクトル −→

HKは平行であることを示せ。


